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経験：事象が成長の知覚に及ぼす影響i）

田中知恵（明治学院大学心理学部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　約

　ネガティブな出来事を経験した後人は以前の自己評価を低めることで自身の成長を知覚することが示されている

（McFarland＆Alvaro，2000）。この効果がネガティブ感情改善動機によるものか検討するため，本研究ではポジティブ

な出来事の経験条件を設けて検討した。その結果参加者は身近な他者よりも自分の方が出来事の経験によって成長し

たと知覚することが示された。しかしネガティブな出来事を経験してもその内容が比較的深刻でない場合には，こうし

た自己と他者の差が見られなかった。ポジティブな出来事の強さは成長の知覚に影響を及ぼさなかった（研究1，研究

3）。また出来事の時期について検討したところ，遠い過去のネガティブな出来事に対しては同様に成長が知覚されるも

のの，近い過去のネガティブ出来事に対してはこうした効果は見られなかった（研究2）。ネガティブ感情改善動機が

効果をもたらす可能性に関して考察した。
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問　題

社会的比較と継時的比較

　人は自分を身近な他者と比較することで自

己に対する評価をすることがある。こうした

他者との比較を社会的比較という（Festinger，

1954）。類似した他者と比較することで，正確

な自己評価をしょうとする動機があると考えら

れる。また，人は自分よりも優れている他者と

比較することもある。これは上方比較と呼ば

れ，自己向上の機能があると考えられている。

たとえば学業課題において良い成績が得られな

かった場合，良い成績を取った友人と比較し，

次の試験準備ではもっと努力しようとする。対

照的に，下方比較とは自分よりも遂行が劣ると

思われる他者と比較することである。時に人は

自分よりさらに成績が悪かった友人と比較し，

自らの方が優れていたと感じることで自己高揚

動機をみたそうとするかもしれない。このよう

に他者との関係の中で，人が自己評価を高く維

持するメカニズムに関して自己評価維持モデル

（self－evaluation　maintenance　model）が提示さ

れている　（Tesser，1988）。

　こうした他者との比較ばかりでなく，私たち

は現在の自己と過去の自己，また未来の自己を

比較することもある。下方の社会的比較と同様

過去の未熟な自分と現在の自分を比較すること

で自己高揚するのである。こうした継時比較

の観点から，継時的自己評価仮説（theory　of

temporal　self－appraisal）が提出された（Wilson

＆Ross，2001）。継時比較においては，人が現

在の自分をどう認識するかという問題ととも

に，過去の自分をどう認識しているかという問

題も含まれる。つまり，現在の自己の評価を高

めるために，過去の自己を劣って想起すること

もあるという。この仮説に基づく研究では，遠

い過去の自己の方が，近い過去の自己よりも低

く評価されることや，下方比較の対象である
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過去の否定的な自己を遠ざけるために，過去

を主観的に遠く知覚すること（Ross＆Wilson，

2002）などが明らかになっている。

　ただし，こうした現象は常に認められるわけ

ではなく，自己脅威的な状況に置かれた場合に

限定されるという見方もある（詳しくは，高田

（2011）を参照のこと）。

　この点に関連する研究知見として，ネガティ

ブな出来事を経験した後，人は以前の自己評価

を低めることで，自分の成長を知覚すること

が示され．ている（McFarland＆Alvaro，2000）。

すなわち，過去の自己を低く認識することに

よって，相対的に現在の自己に対する評価を高

めるのである。McFarlandらの研究では，参

加者に自分もしくは身近な他者が経験したネガ

ティブ出来事を想起させ，出来事前と出来事後

の自己と他者について評価させた。その結果

他者条件よりも自己条件の方が出来事前後の評

定の差が大きかった。また，こうした自分の成

長の知覚は出来事が深刻な場合の方が大きかっ

た。他者に対してよりも自己に対して過去の評

価が低められたこと，また深刻な出来事に対し

てより効果が大きかったことの理由として，出

来事想起によって生じたネガティブ感情を改善

しようとする動機の働きを想定することができ

る。つまり，参加者はネガティブな感情を強く

喚起する出来事を想起したため，その状態を改

善するための方略として成長を大きく知覚した

のかもしれない。

　この可能性に関して検討するためには，先行

研究で参加者に想起させた否定的な出来事に加

え，肯定的な出来事の条件を設けて検討する必

要性があると考えられる。またネガティブ感晴

改善動機がこうした効果をもたらしているとす

れば，近い過去の出来事に対してよりも遠い過

去の出来事に対して，より効果が大きく示され

る可能性がある。感情適応のモデル（Wilson

＆Gilbert，2008）によると，入はポジティブ感

情ならびにネガティブ感情が生じた後，そうし

た感情を生じさせた出来事に対して説明をしょ
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うと試みるという。そして説明がうまくいった

場合には，説明の試みを終了し，出来事への接

近可能性を低める。そしてその結果感情反応

が小さくなると考えられる。すなわち出来事の

理解が進めば，そのことについて考えることは

なくなり，感情的反応も消失するとモデルは説

明する。ネガティブな出来事によって生じる感

情も，このようなプロセスによって時間の経過

とともに改善され，人はその出来事による成長

を主観的に知覚するようになるかもしれない。

本研究の概要

　本研究では上記の点に関して検討するため，

研究を3つ実施する。研究1では，ネガティブ

な出来事の条件に加え，ポジティブ出来事の条

件を設定する。ポジティブな出来事を経験した

場合にも，入は他者よりも自分が成長したと知

覚するだろう。しかしポジティブな出来事の場

合には感情改善の必要がないため，自分と他者

に対する評価の差は，出来事の強さの影響を受

けないだろう。対照的に，ネガティブな出来事

を経験した場合，その内容が深刻なときにはそ

うでないときに比較して，自分の成長の程度を

大きく知覚するだろう。研究2では出来事の時

期に関しても測定し，上記の効果が調整される

かどうか検討する。ネガティブな過去の出来事

が遠い場合の方が近い場合よりも，自己の成長

が大きく知覚されるだろう。こうした効果は他

者の評価においては小さいだろう。さらに，研

究3ではネガティブ出来事の強さを実験的に操

作し，効果の頑健さに関して検討する。

研究1

　過去の自己評価を低めて成長を知覚する効果

のメカニズムに関して検討する。ネガティブ感

情が生じる出来事想起への感情改善方略とし

て，成長が大きく知覚されるだろう。ポジティ

ブ出来事に対しても成長を知覚されるが，感情

改善の必要がないため方略は用いられず，その
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知覚は出来事の強さの影響を受けにくいだろ
う。

方法

実験参加者

　都内短期大学の学生94名（女性）が調査に

参加した。そのうち回答に欠損のあった5名と

留学生2名を除く87名を分析の対象とした。

平均年齢は1＆84歳標準偏差はO．42であった。

手続きとデザイン

　‘‘パーソナリティと出来事に関する調査”の

名目で，講義中に質問紙への回答を求めた。実

験デザインは出来事（ポジティブ・ネガティブ）

×対象（自分・他者）であり，いずれも参加者

間要因であった。
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についてたずねた項目に，‘‘非常にネガティブ

（1）”および“非常にポジティブ（9）”と答え

た参加者を，自励に割り振った。そして，それ

以外の値（ネガティブ条件では2～5，ポジティ

ブ条件では5～8）を答えた参加者を弱群とし

た。

知覚された成長の指標

　自己もしくは身近な他者の全般的な評価につ

いて検討するため，出来事後および出来事前の

対象についてたずねた27項目の評定値を合計

し，出来事後の評価（αr89）・出来事前の評

価（αr90）とした。そして出来事後の値よ

り出来事前の値を引いたものを，知覚された成

長得点とし，これを従属変数として分析に用い
た。3）

質問紙の構成

　参加者は，ss過去2年間に，あなた（他者条

件では，身近な知り合いの人：家族や友人を含

む）に起きた出来事の中で，あなた（他者条件

では，その人）が最も楽しかったり嬉しかった

り（ネガティブ出来事条件では，悲しかったり

苦しかったり）したことについて思い出し，詳

しく記述する”よう求められた。その後，その

人との関係（他者条件のみ）に回答した。次に，

記述した出来事があなた（その人）にとってど

のようなことであったか，‘‘非常にネガティブ

（1）”一“非常にポジティブ（9）”の9件法で

回答した。また出来事後のあなた（その人）に

ついて，“親切な”“知的な”弱健康な”“わがま

まな（逆転項目）”などを含む27の項目に対し

てSS全くあてはまらない（1）”一SS非常にあて

はまる（7）”の7件法で回答した。また，出来

事前のあなた（その人）についても同様の項目

に対して回答した。2）

結果

出来事の強さの群分け

　出来事の強さに関する福分けのため，出来事

成長の知覚に対する対象・出来事・出来事の強

さの影響

　上記の得点に対し，出来事後の評定値を共

変量とした2（出来事：ポジティブ・ネガティ

ブ）×2（対象：自分・他者）×2（出来事の

強さ：強・弱）の分散分析を行った♂）その結

果，出来事後の評定の効果が有意であった（F

（178）罵274αρ＜．Ol）。また対象の主効果が有

意であり（F（178）罵719，ρ＜．Ol），他者条件

よりも自己条件の方が成長を大きく知覚してい

た（Ms・・　6．90　vs．　l　l20）。出来事の主効果も有

意に見られ（F（1，78）＝823，ρ＜。Ol），ポジティ

ブ条件の方がネガティブ条件よりも成長の知覚

が大きかった（Ms　＝＝　11．87　vs．592）。しかし以

上の主効果は，出来事×対象×強さの交互作用

効果によって制限されていた（F（178）：・　5．16，

．p〈．05）o

　この効果について検討するため，ポジティブ

条件とネガティブ条件に分けて分析を行った。

ポジティブ条件では対象の主効果が見られた

ものの（F（140）＝613，ρ＜．05），対象×出来

事の強さの交互作用は有意ではなかった（F＜1，

mes）。参加者は出来事の強さに関わらず，自分
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　　　　　Ngure　1　成長の知覚得点（推定周辺平均）

の成長を他者の成長よりも大きく知覚してい

た。他方，ネガティブ条件においては対象の主

効果（F（1β7）：・　1．71，ns）や出来事の強さの

主効果は有意ではなかった（F＜1，rss）。しかし

対象×出来事の強さの交互作用効果が有意な傾

向にあった（F（1，37）＝＝3e41，、．P＜．08）。非常に

ネガティブな程度の高い出来事を想起した場合

には，自分は他者よりも成長したと知覚するが，

比較的ネガティブな程度が低い出来事を想起し

た場合には，こうした自分と他者との差は見ら

れなくなった。各群の推定周辺平均をFigure

lに示す。

考察

　以上の結果から，人は他者より自分の方が出

来事の経験によって成長したと知覚すること，

しかしネガティブな出来事を経験しても，その

内容が比較的穏やかな場合には，こうした差が

見られないことが示唆された。ポジティブな出

来事を経験する場合には，ネガティブの場合と

異なるパターンが見られ，出来事の強さは成長

の知覚に影響を及ぼさなかった。このことは，

出来事の感情価（ヴェイレンス）によって生じ

るプロセスが異なることを示唆するかもしれな

い。今後はポジティブな場合の感情維持・ネガ

ティブな場合の感情改善など，感情制御過程と

の関係について検討する必要があるだろう。

研究2

　研究1では，ネガティブな出来事の条件に加

え，ポジティブ出来事の条件を設定して自己な

らびに他者の成長の知覚について検討した。そ

の結果人は深刻なネガティブ出来事を想起し

た場合，感情改善方略として出来事前の自己評

価を低めることで，出来事後の自己評価を高揚

させる可能性が示唆された。対照的に，他者が

ネガティブな出来事を経験した場合には，出来

事後の他者評価よりも出来事前の評価の方が高

く評定された。ポジティブな出来事を想起した

場合には，自己に対しても他者に対しても出来

事後の評価の方が高く評定されていた。

　以上の結果により，人は自分が経験したネガ

ティブ出来事を想起することで自己の成長を知

覚することが示唆されたが，こうした効果は特

にその出来事から時間が経過している場合に見

られるかもしれない。本研究では想起した出来

事の時期についても参加者にたずね，その時期

によって上記の効果が調整されることについて

検討する。また青年期の女子学生のみでなく社

会人学生の男女も実験の対象とし，効果の一般

化可能性についても検討する。
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　人はネガティブな出来事前の自己評価を低

く，出来事後の自己評価を高く評定するだろう。

このような効果は，想起した出来事から時間が

経過している場合の方が大きいだろう。

方法

実験参加者

　都内私立短期大学通信課程のスクーリング授

業に参加した109名。そのうち，回答に欠損に

あった9名を除く100名（男性32名・女性65

名・不明3名）を分析の対象とした。平均年齢

は3171歳標準偏差は1225であった。

手続きとデザイン

　ssパーソナリティと出来事に関する調査”の

名目で，講義中に質問紙への回答を求めた。実

験デザインは出来事（ポジティブ・ネガティブ）

×対象（自分・他者）であり，いずれも参加者

間要因であった。

質問紙の構成

　研究1と同様，参加者は，“過去2年間に，

あなた（他者条件では，身近な知り合いの人：

家族や友人を含む）に起きた出来事の中で，あ

なた（他者条件では，その人）が最も楽しかっ

たり嬉しかったり（ネガティブ条件では悲し

かったり苦しかったり）したことについて思い

出し，詳しく記述する”よう求められた。その

後出来事の時期，その人との関係（他者条件

のみ）に回答し，また想起した出来事の強さを

“非常にネガティブ（1）一非常にポジティブ

（9）”で評定した。

　次に，出来事後のあなた（orその人）につ

いて，研究1と同様の27の項目に対してss全

くあてはまらない（1）一非常にあてはまる（5）”

の5段階で回答した。また，出来事前のあなた

（orその人）についても同様の項目に対して回

答した。5）
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結果

出来：事後と出来：事前の評価

　研究1と同様に，出来事後および出来事前の

対象についてたずねた27項目の評定値を合計

し，それぞれ出来事後の評価（αrgl）・出来

事前の評価（αr88）とした。これを従属変

数として分析に用いた。

出来事の時期

　出来事の時期についてたずねた項目より，

12ヶ月（1年）以内の出来事を想起した条件（近

条件，η＝60）と13ヶ月以上前の出来事を想起

した条件（遠条件，炉40）とに参加者を分けた。

出来：事前後の評価に対する対象・出来事・時期

の影響

　仮説の検討のため，上記の得点に対し，2（対

象：自分e他者）×2（出来事：ポジティブ・

ネガティブ）×2（出来事の時期：近遠）×2（評

価：出来事前・出来事後）の分散分析を行った。

最後の評価のみが参加者内要因であった。6）

　その結果対象の主効果（F（1，92）455，

P＜D5），出来事の主効果（F（1，92）＝376，

P＜eO6），時期の主効果（F（1，92）＝3。95，　P＜D5）

にそれぞれ有意もしくは有意に近い傾向が認

められた。他者条件の方が自分条件よりも評

価が高かった（Ms・＝　12100　vs．　l　l7．38）。また

ポジティブ条件の方がネガティブ条件よりも

評価が高かった（Ms＝12325　vs．11572）。さら

に，近条件の方が遠条件よりも評価が高かった

（Ms＝＝　12228　vs．　114．73）o

　また，対象×出来事の交互作用効果（F（192）

一421，一ρ＜．05），対象×評価の交互作用効果（F

（1，92）：：：2e8＆　P＜．IO），対象×出来事×評価の交

互作用効果（F（1，92）＝・7．37p＜Dl）に有意も

しくは有意に近い傾向が認められた。さらに，

対象×出来事×出来事の時期×評価の交互作用

効果にも有意に近い傾向が認められた（F（192）

　：3．84，　P〈D6）o

　上記の4要因の交互作用効果について理解す
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るため，出来事の時期ごとに2（対象）×2（出

来事）×2（評価）の分散分析を行った。その

結果出来事の時期が1年以内であった近条

件においては，対象×評価の交互作用効果に

有意に近い傾向が認められた（F（1，56）：：：3。31，

p＜．08）。自分条件においては出来事前よりも出

来事後の評価が高いのに対し，他者条件におい

ては出来事後よりも出来事前の評価が高かっ

た。また，出来事×評価の交互作用効果が認め

られ．た（F（1，56）：5．74，　p＜D5）。ポジティブ

な出来事に関しては，出来事後の方が出来事前

よりも評価が高いのに対し，ネガティブな出来

事に関しては，出来事前の評価が出来事後の評

価よりも高かった。対象×出来事×評価の交互

作用効果は有意でなかった（F（1，56）＜1，ns）。

　対照的に，出来事から1年以上経過してい

る遠条件においては，対象×出来事（F（1β6）

：：： Se66，　P＜．05），対象×評価（F（1β6）：：：3．62，

p〈．07）の交互作用効果のほか，対象×出来事

×評価の交互作用効果も有意に認められた（F

（1β6）411，ρ＜eO5）。自分条件ではネガティブ

な出来事後の評価が高くなっているのに対し，

他者条件ではネガティブな出来事後の評価が低

くなっていた。ネガティブな出来事前よりも出

来事後の自己評価を高く評定する傾向は，想起

した出来事から時間が経過している場合に強く

見られることが示された。Figure　2に各群の

平均値を示す。
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　研究2では，研究1のように成長の知覚の指

標を出来事後と出来事前の差分を用いて検討す

る方法ではなく，出来事後ならびに出来事前の

特点を用いて分析したことで，人が1年より前

に経験したネガティブ出来事前の自己評価を下

げ，出来事後の自己評価を上げることにより自

己の成長を知覚していることが示唆された。し

かしこうした効果は，1年以内に起きた出来事

に対しては認められなかった。また他者のネガ

ティブ出来事の場合には，その時期に関わらず

出来事後の他者評価が，出来事前の評価よりも

低く評定された。これらの結果は，ネガティブ

な出来事の経験に対する自己と他者の認知が異

なることを示している。

　ただしこの結果には別の解釈可能性もある。

すなわち，ネガティブ出来事の経験における自

己と他者の認知の相違は，想起した出来事の強

さが異なることにより生じたものかもしれな

い。この点について検討するため，出来事の強

さについてたずねた項目得点に対し，2（対象）

×2（出来事）の分散分析を実施した。その結

果出来事の主効果のみ有意に認められたが（F

（192）・・36706，　p＜．OOI），その他の主効果・交

互作用効果とも認められず，上記の解釈の可能

性はないと考えられた。

　今後の課題としては，出来事の強さを操作し
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経験事象が成長の知覚に及ぼす影響

て実験を実施し，本研究と同様の結果が認めら

れるのか検討する必要性が挙げられる。

研究3

　研究1ならびに研究2では，人は他者より自

分の方が出来事の経験によって成長したと知覚

することが示された。さらに出来事の強度の違

いについて検討したところ，出来事のヴェイレ

ンスによって異なる影響が示された。ポジティ

ブな出来事の経験を想起した場合には，出来事

の強さは成長の知覚に影響を及ぼさなかった。

対照的に，ネガティブな出来事の経験を想起し

た場合には，その内容が深刻なときにはそうで

ないときに比較して，自分の成長の程度を大き

く知覚することが示された。また研究2では，

こうした効果が出来事の時期によって調整さ

れ，遠い過去のネガティブな出来事に対して，

近い過去のネガティブな出来事に対してよりも

効果が大きいことも示された。これらの結果は，

経験した深刻な出来事によってネガティブな感

情が生じ，それに対処するために人は自分の成

長を大きく知覚する可能性を示唆するものであ

る。

　しかしながらではこれまでの研究では，出来

事の強さに関して実験的に操作しておらず，上

記の解釈可能性について検討の必要性がある。

そこで研究3ではネガティブな出来事を想起す

る条件のみ設け，出来事の深刻さを操作して上

記の効果に関して検討する。深刻な出来事を想

起した場合には，比較的深刻でない出来事を想

起した場合よりも，自己の成長が大きく知覚さ

れるだろう。

方法：

実験参加者

　都内私立女子大学の学生146名（女性）。そ

のうち，従属変数の回答に欠損のあった13名

を除く133名を分析の対象とした。平均年齢は

1＆57歳標準偏差は073であった。
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手続きとデザイン

　“パーソナリティと出来事に関する調査”の

名目で，講義中に質問紙への回答を求めた。実

験デザインは対象（自分・他者）×ネガティブ

出来事の強さ（弱・強）であり，いずれも参加

者間要因であった。

質問紙の構成

　‘過去2年問に，あなた（他者条件では，身

近な知り合いの人：家族や友人を含む）に起き

た出来事の中で，あなた（他者条件では，その

人）が最も（弱条件では，少し）悲しかったり

苦しかったりしたことについて思い出し，詳し

く記述する”よう求められた。その後出来事

の時期やその人との関係（他者条件のみ）に回

答した。次に，記述した出来事があなた（その

人）にとってどのようなことであったか，dd非

常にネガティブ（1）一非常にポジティブ（9）”

で回答した。また出来事後のあなた（その人）

について，研究1ならびに研究2と同様の27

の項目に対して“全くあてはまらない（1）一

非常にあてはまる（5）”の5段階で回答した。

また，出来事前のあなた（その人）についても

同様の項目に対して回答した。

結果

実験操作チェック

　出来事についてたずねた項目得点に対する

弱条件と強条件の1検定を行ったところ，有意

な差が認められなかった（t（124）一128，ns）。

そこで，出来事の強さに対する操作が成功した

参加者のみを分析の対象とすることとし，想起

した出来事をネガティブと評定した参加者l13

名（同項目に対して5点未満を回答）のデータ

を以下の分析に用いた。

出来事前と出来事後の評価

　出来事後および出来事前の対象についてたず

ねた27項目の評定値を合計し，それぞれ出来

事後の評価（αr89）・出来事前の評価（αr88）
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　　　　　　　　　研究3では，研究1ならびに研究2と同様

出来事前後の評価に対する対象・出来事の強さ

の影響

　仮説の検討のため，2（対象1自分・他者）

×2（出来事の強さ：弱・強）×評価（出来事

前e出来事後）の分散分析を行った。評価の要

因のみ参加者内要因であった。7）その結果対

象の主効果が有意であり（F（1，109）：・・38。94，

p〈．001），他者条件の方が自己条件よりも評価

が高かった（Ms　＝＝l18e56　vs．10443）。出来事の

強さの主効果と評価の主効果は有意ではなかっ

た。また，対象×評価の交互作用効果（F（1，

109）＝140＆ρ＜。001）と対象×出来事の強さ×

評価の交互作用効果が有意に認められた（F（1，

109・）　：：：4・48・．aV〈eO5）o

　上記の3要因の交互作用効果について理解す

るため，出来事の強さごとに対象×評価の分

散分析を行ったところ，弱条件においては有

意な交互作用効果が認められなかった（F（L

52）　・1．76，ns）。対照的に，強条件では有意な

交互作用効果が認められた（F（L57）＝・　14．48，

ρ〈．001）。このことは出来事が深刻な場合の方

が，出来事前の自己の評価を低め，他者の評価

を高める傾向が強いことを示している。Figure

3に各群の平均値を示す。

ネガティブな出来事を経験すると入は自己の成

長を知覚することが確認された。同様に他者が

ネガティブな出来事を経験した場合でも，他者

よりも自分の方が成長の知覚が大きかった。研

究3ではネガティブ出来事の深刻さを実験的に

操作して検討したところ，これまでの研究と同

様に，上記の効果は特に深刻なネガティブ出来

事の場合に大きいことが示された。

　研究3では研究2と同様の方法すなわち出

来事後ならびに出来事前の得点を用いて分析し

たことで，人が出来事前の自己評価を下げるこ

とで成長を知覚することが明確に示された。こ

れらの結果は，本研究が想定する効果の頑健さ

を示すものである。

　しかしながら，研究3では出来事の強さの操

作が成功した参加者のみを分析の対象としてい

た。今後，操作方法を変更するなどして追試し，

さらに検討する必要性があると考えられる。

全体考察

　3つの研究を通じて，人はネガティブな出来

事の経験後に，経験前の自己評価を低めること

で自己の成長を知覚することが示された。対照

的に，身近な他者がネガティブな出来事を経験
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したとしても，成長は知覚されず，逆に出来事

葡の評価の方が高かった。自己の成長の知覚は，

ポジティブな出来事に対しては小さく（研究

1），ネガティブな出来事が深刻な場合の方が大

きかった（研究2）。またネガティブな出来事

が近い過去の場合よりも遠い過去の場合に大き

かった（研究2）。このように効果を調整する

要因を見出したことは本研究が寄与する点であ

る。さらに，ネガティブ出来事の深刻さを実験

的に操作した研究3でも，上記の効果の頑健さ

が示された。また研究2では，参加者を社会入

学生としたことで，自己高揚的傾向の高い青年

期のみならず輻広い年齢層における効果も見出

した。その一方で，この効果が身近な他者に対

しては認められなかったことは，人はネガティ

ブな出来事によって成長するものだという暗黙

の人間観が働いた可能性は低いと考えられる。

　今後の研究課題としては，以下の点が挙げら

れる。第一に，研究で示された効果のメカニズ

ムに対する詳細な検討である。本研究ではネガ

ティブ出来事の経験を想起することによって生

じたネガティブ感情改善動機によって，自己の

成長が知覚されるというプロセスを想定した。

ネガティブ感吟が生じるという事態は人にとっ

て脅威的な状況であると考えられるため，こう

した解釈は問題にて前述した継時的自己評価仮

説の限定性に関する議論とも一貫する。本研究

結果においてポジティブ出来事条件では効果が

小さかったことも，こうした解釈を支持するも

のであろう。しかしながら，こうした結果はネ

ガティブ感情を改善する必要がないような場合

でも，過去の自己が低く評価されたという研究

知見（工藤・遠藤，2007）とは異なるものである。

ただし，工藤・遠藤（2007）では現在の自己評

価を高める手続きをあらかじめ取っており，実

験参加者は高められた自己評価を係留点として

過去を評価したため，過去の自己評価が相対的

に低められたのかもしれない。すなわち，過去

の自己評価の低下という現象が示されたとして

も，動機的なプロセスと知覚的プロセスそれぞ
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れが働く可能性があり，必ずしも本研究や先行

研究（McFarland＆Alvaro，2000）が仮定する

動機的なメカニズムを否定するものではないだ

ろう。工藤（2008）が論じるように，過去の自

己評価を低める効果に対して単一に動機的解釈

をすることの妥当性に関しては，今後さらに検

討する必要性があるだろう。

　第二に，本研究で認められた効果に対して動

機的解釈が可能であったとして，その動機が想

定されるような感情改善動機か，あるいは自己

高揚動機かという点に関しても議論が必要であ

る。本研究では出来事のヴェイレンスを操作す

るために，ポジティブもしくはネガティブな出

来事を想起させた。この操作は感情に関わる研

究において，感情導出の方法としてしばしば用

いられる操作方法である。しかしながら，この

方法は感情と同時に自尊心の高低を一時的に操

作してしまう可能性もある。この点を明らかに

するひとつの方法として，自尊心とは区別され

るネガティブ感情に対する期待感の程度（田中・

沼崎，2008）を用いて検討し，本研究で認めら

れた効果がその程度によって調整されるかどう

か確認することも可能であろう。

　こうした今後の検討課題はあるものの，本研

究により明らかになったこと，すなわち人が自

己の成長を主観的に知覚するという点また特

にネガティブな感情状態が生じるような状況に

おいてその働きが示されるという点は，経験に

対する人の心理的柔軟性を示した知見といえよ

う。こうした方略が取れるからこそ，人は否定

的な出来事の経験にも対処できうるのかもしれ

ない。さらに実証的な検討が進み，この現象の

メカニズムが明らかになることが望まれる。
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2）この手続きの後，参加者には感情に関する

　尺度項目にも回答を求めた。本研究ではそ

　のデータを含めた分析を省略して報告す

　　る。

3）この得点の算出方法は先行研究（McFarland

　＆Alvaro，2000）と同様である。なお，出

　来事前の平均得点はFigurelの左の群がら

　順番に，10925，12636，9＆86，126。09，10891，

　It30．63，12431，12220であった。出来事後

　の平均得点も同様に，127．38，14392，122．57，

　13391，It　19．33，125．13，12＆62，115．80であっ

　　た。

4）各群の参加者は9名～14名であった。

5）参加者の回答しやすさを考慮し，以降の研

　究では従属変数の測定において5段階評定

　　を用いた。

6）各群の参加者は11名～16名であった。

7）各群の参加者は24～31名であった。

脚注

1）本研究の一部は日本心理学会第69回大会，

　　日本心理学会第70回大会，日本社会心理学

　身躯47回大会にて発表された。
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Effects　of　experiexxced　events　oua

　　　　　　　　　　perception　of　growth

Tomoe　TANAKA （Faculty　of　Psychology，　Meiji　Gakuin　Urmiversity）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　People　who　have　experienced　negative　events　perceive　their　growth　by　derogating　previous　self－evaiua．tioms

（McFarland　and　Alvaro，　2000）．　lrt　this　study，　a　positive　evertt　condition　was　deveioped　to　investiga．te　the　possibiiity

that　motivation　for　improving　negative　affect　underlies　this　effect．　Results　irtdicaked　that　participants　perceived

that　they　have　grown　through　the　events　more　than　their　acquaintances．　However，　such　differences　between　the

self　and　others　were　not　found　when　the　events　were　less　serious．　The　strength　of　positive　events　had　no　effect　on

perceived　growth　（Study　1，　Study　3）．　Moreover，　participants　perceived　growth　when　asked　about　negative　events

from　the　dista．nt　past，　where3s　this　effect　w3s　not　seen　for　recent　events　（Study　2）．　The　possibility　tha．t　motiva．tion

for　improving　negative　affect　underlies　these　effects　is　discussed．

Key　words　：　motivation　of　affect　repair，　experienced　events，　perceived　growth，　self－cognition


